
☆☆☆ 毎日 ８４名が 安全に登下校 ☆☆☆

交通指導員さん、安全ボランティアさん、ありがとうございます
雨の日や風の日も、暑い日や寒い日も、毎日、交通指導員の小林タイ子さんや４名の見守り隊・２名の安

全ボランティアの皆様が子供たちの登下校を見守ってくださっています。地域の皆様のおかげで、８４名が

安全に登下校できることに心から感謝いたします。見守り隊は、後藤誠一さん（上吉田）、宇田三雄さん（磯

部）、小室佳子さん（本吉田）、大垣孝子さん（川島）です。安全ボランティアは、杉山つや子さん（上吉田）、

海老原充雄さん（鯉沼）です。登録されている６名の皆様には、毎日お世話になっています。登録されてい

なくても、保護者の皆様やおじいちゃん、おばあちゃんによる見送りやお迎えにも、助けられています。

毎年４月には年１回の「安全ボランティア会議」を開き、子供たちの登下校の様子を伺うことで指導に役

立てています。今年も「挨拶ができるようになってきた。」「１列できちんと歩いている。」などのお褒めの

言葉をいただきました。一方、「県外の車がスピードを出して通学路を走り、危険。」「用水路や川の水が増

えているので、川遊びは危険。」など、日頃からの子供たちの様子や危険な

場所について話し合いました。

昨年もお願いしましたが、登下校で気になることがあります。雨の日の

保護者などによる送迎です。雨風がとても強い、歩くのが困難な日は別と

して、小雨の場合は基本的に歩いて登校させてください。（南河中学区努力

点）傘を上手に差して安全に注意しながら歩き、がんばることも、大切な

体験となります。また、タオルや替えの靴下を準備することも、これから

の生きる力に。お子様のより良い成長のために御協力をお願いします。

元気で充実した『夏休み』を
夏休み前の全校集会（７／２０）で次のような話をする予定です。

１ 夏休みに全員にやってほしい３つの約束

①本を３冊以上読む…長い夏休みにも家読の習慣化を→おすすめの本ベスト１を記録します。

②毎日手伝いをする…決めた仕事を毎日やることで責任感を→どんな仕事をしたのか記録します。

③１つ以上料理を作る…家族と一緒に、または一人で、家族のために料理に挑戦を

→どんな料理を作ったのか記録します。

２ 「嫌いなことをやれと言われてやれる能力は、後で必ず生きてくる」イチロー選手

「嫌いだからやらない」と言って好きなことしかやらなかったら、嫌いなことはずっと嫌いなままです。難

しくて嫌なことになると、「こんなの無理」と言ってしまいがちです。でも、その「嫌いなこと」は、もしか

するととても役に立つおもしろいことかもしれません。だから、そういうときこそ、「簡単！」「やってみよう！」

「楽しい！」と声に出して、言ってみましょう。すると、心のハードルが下がって、頭の脳がよく動き始める

そうです。自分自身を磨き、力を伸ばしていくには、嫌いなことでもがんばって努力を続けることが大切なの

です。楽しく充実した夏休みにするために、嫌いなことや苦手なことにも挑戦してみてください。

夢や目標を実現するには、一つしか方法がない。

小さなことを積み重ねること。（イチロー選手）
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高齢者と心の交流～おたより活動～
本校の特色「おたより活動」は、今年で２４年目にな

りました。この活動は児童の思いやりの心を育て、地域

や高齢者を大切にすることをねらいとしています。６年

間、６月と２月の年２回、同じ高齢者にお手紙を届けま

す。１年生から６年生まで、学校の様子や自分ががんば

っていることなどを丁寧な文字で心をこめて書きまし

た。それぞれの学年の発達段階に合った内容でした。特

に、高学年は美しい文字と心温まる文章でした。高齢者

の喜ぶ笑顔が楽しみです。

上手に使おう情報機器
６月８日（木）５・６年生と保護者で、ロジカルキット 野々口先生をお呼びして、「親子学び合い事業」

～情報モラル講習会を行いました。「ケータイ・スマホにひそむ「まほう」に注意！」というタイトルで話を

してくださいました。クイズや先生御自身の経験などを通して、イン

ターネットを使うときの注意点、五感を使った体験やコミュニケーシ

ョンの大切さなどについて、学ぶことができました。フィルタリング

など「当たり前の自己防衛」、子供に教えないのは、大人の責任です。

○私は、１３歳未満の子供は一人でユーチューブの動画を見てはいけ

ないということを知りました。びっくりしました。今まで一人で見て

いたので、ずっと犯罪を犯していたことにどきっとしました。これからは大人と一緒に見ようと決めました。

また、写真は名前が分からないように撮ることが大切です。間違ってインターネットに載ってしまったら、悪

い人に狙われてしまうからです。そして、ラインの言葉遣いに注意したいと思いました。言葉をよく考えない

で打ってしまうと、誤解されて友達を失うことになってしまいます。（５年 Ｔ・Ａ）

〇携帯の法律や使い方を学びました。ユーチューブのコメントで住所がばれてしまうのが、怖いと思いました。

また、ユーチューブは１３歳以上の人が動画を出せること、一人で見ることができることが分かりました。ラ

インでも、言葉を間違えると、相手を傷つけてしまうそうです。いじめにもつながり、怖いと思いました。こ

れから気を付けていきたいです。（５年 Ｕ・Ａ）

〇インターネットに写真や画像をアップすると、消せないことが分かりました。だから、写真や個人情報はア

ップしないようにします。また、ゲームのやりすぎは、いらいらや疲れがたまり、ネット不安になってしまう

そうです。ネットも考えて使おうと思いました。（６年 Ｓ・Ｋ）

〇インターネットは便利だけれど、怖さもあるということが分かりました。画像がどんどん拡散して、自分で

削除しても他の人には残ってしまうそうです。私はゲームをやっていて、チャットも使います。そこで個人情

報を教えると危ないことも知りました。この学びを忘れないで生活していきたいです。（６年 Ｅ・Ｙ）

６／６～８に１年生から６年生まで全員が、養護教 夏休み

諭と給食委員会による歯磨き学習を行いました。歯垢 の陸上記

の「染め出し」により、歯磨きの届かなかったところ 録会に備

を確認し、鏡を見ながら、もう一度丁寧に歯を磨きま えて、放

した。丁寧に磨くには３分以上かかることを実感しま 課後、陸

した。学校では、給食後 上練習が

に毎日歯磨きをしていま 始まりました。暑い中、汗びっしょりになりながら、

す。栃木県の児童は、む 全体練習や種目ごとの練習に励んでいます。一人一

し歯の保有率が高くなっ 人が自分の目標をしっかりと持って、努力する姿は

ています。今回の学習を すばらしいです。７／２４（月）の記録会が楽しみ

生かして、家でも歯磨き です。日頃の練習の成果が出せるように、励ましや

の励行をお願いします。 応援をよろしくお願いします。



毎日暑い日が続き、子供たちは朝歩いて学校に来るだけで汗びっしょり。それでも毎朝元気に挨拶して登校

する子供たちに、元気をもらっています。６月から、自学の時間に「音読テスト」を週に１回位置づけました。

音読は「読む力」の基本となります。特に、４月に入学した１年生の成長には目を見張るものがあります。平

仮名を全部覚え、すらすらと音読できるようになりました。もちろん、２～６年生も教科書の文章をそれぞれ

のめあてに沿って、音読できます。家でも、毎日お子さんの音読の声が響いて、ともに音読の楽しさを味わっ

ていただけることを願っています。

６／２８（水）第 ７／５（水）の朝は「登校指

１回学習相談を行い 導」と「ごみゼロ運動」でした。

ました。年間５日間、 毎月第１水曜日に行っています。

実施予定です。個人 各地区に担当教員が分かれて、

の希望や保護者のお 登校の様子を見たり、安全の確

迎えなどがあります 認をしています。子供たちは手

が、２８日は４７名 は泥だらけにしながら、道路のごみを拾います。ご

の参加でした。基礎基本の習得に取り組みました。担 みゼロ運動は南河中学区４校の取組で、それぞれの

任の他に無担の教員も指導に入り、個に応じた指導を 学校で実践しています。地域をきれいにすることで、

しています。夏休みも行います。ぜひ参加を！ ふるさとを大切にし愛する心を育てています。

６／２１（水）南河中学区４校合同避難訓練・児童 清掃の時間、「無言清掃」に取り組んでいます。

引き渡し訓練を行いました。竜巻の発生という想定で、放送の合図で「お願いします。」の挨拶をし、その

まずは安全な場所への避難 後は一人一人の分担を時間いっぱい黙って清掃しま

練習。窓ガラスのないトイ す。「無言清掃」に

レや階段下などへ、防災頭 は３つの意味が含

巾を被って避難しました。 まれています。

その後、一斉メールの配信 ①我慢して最後ま

で保護者への引き渡し訓練。 で仕事する集中力

大雨の悪天候でしたが、混乱もなく全員無事帰宅でき ②仕事を見つけて

ました。大変お世話になりました。 働く気付き③相手を思いやって働く親切心

☆☆☆ 地域や専門の方々に学ぶ体験学習 ☆☆☆
子供たちに体験活動の機会を確保し充実を図るために、各学年では様々な活動を計画的に実施してきまし

た。地域の方々との交流、自然体験活動、社会科見学などを通して、興味関心を高め、学習の課題解決や実

感を伴う理解などにつながっています。「百聞は一見に如かず」子供たちの目はきらきらと輝き、本物に触

れる・感じる・コミュニケーションする喜びにあふれています。そして、社会性や郷土愛を育む心が育って

いくものと期待しています。全学年の７月までの取組を御紹介します。

○１年生…７／３学級活動「野菜大好き」渡邉栄養教諭、７／１１生活科「夏の公園で遊ぼう」大松山公園

○２年生…５／２４・３１生活科「町探検」、７／１２学級活動「命のお話」えがおのたまご

○３年生…４／２８音楽「リコーダー講習会」東京リコーダー協会、５／１９社会「南河内地区施設めぐり」

○４年生…５／２３社会「清掃工場」、６／２０社会「水道局、浄化センター」

６／２７総合「福祉・介護のお仕事」（４～６年）７／１８社会「石橋消防署」「下野警察署」

○５年生…６／８学級活動「携帯電話講習会」ロジカルキット、６／２８社会「消費者教育」市生活安全課

○６年生…６／１社会「薬師寺歴史館」「風土記の丘資料館」、６／８学級活動「携帯電話講習会」ロジカルキット

東門に咲く

めずらしい
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月に１回『読み語りの日』が楽しみ
６／１５（木）読み聞かせボランティア『らこんて』による２回目の読み語りがありました。メンバーは、

内田雅智さん（１年担当）、岡部章子さん（２年）、舘野法子さん（３年）、森田照江さん（４年）、松本有幸さ

ん（５年）、久野千鶴子さん（６年）の６名です。今年も９月と１月に担当学年が替わるそうです。

子供たちはこの日をとても楽しみにしています。ボランティアの方もどのような本を読んだらよいか、担当

者同士で相談しながら本を選んでいるそうです。本の世界に浸り、想像力を働かせながら聴き入る時間は、心

豊かで生きる力を育む時間となっています。

なお、今回読んでくださった本は、１年生が「かいじゅうたちのいるところ」と「まじょになったら」、２

年生が「たなばたものがたり」と「びくびくビクー」、３年生が「３６５まいにちペンギン」、４年生が「じご

くのラーメンや」、５年生が「おおおかさばき」、６年生が「かえるの竹取ものがたり」でした。

６／１２～１４に ６／１５（木）市

５年生が「臨海自然 の人権擁護委員さん

教室」で、「とちぎ から「人権の花」を

海浜自然の家」に行 いただきました。協

ってきました。「館 力して花を育てるこ

内ウォークラリー」、 とで、「思いやりの心」

「ナイトハイク」、「ニュースポーツ」「塩づくり」「カ や「命の尊さ」学び、人権への理解を深めることが

レーづくり」など、普段できない学習や経験をするこ 目的です。児童代表で、美化委員長 海老原耶々さ

とができました。海や広い自然を満喫し、「自立心」や んがお礼の言葉を述べました。いただいたお花を「人

「公共心」を養うことができたようです。 権の花花壇」で大切に育てていきます。

外国語指導助手（ＡＬ ユースサポーター

Ｔ）のレニ先生の他に、 の大足昂生さん、直

日本人英語指導助手（Ｊ 井彩花さん（白鷗大

ＴＥ）の石原由貴先生も、 学３年生）が、６月

英語の授業を担任ととも から２～４年生の学

に進めてくださっていま 習支援に入っていま

す。１～４年生の担当で、年間１０日間の勤務です。 す。（大足さんは金曜

子供たちが楽しく外国語を学べるように、歌やダンス、日午前、直井さんは木・金曜日午前）２人とも前期

ゲームなどを工夫して取り入れています。（１年間に、 のみですが、子供たちに寄り添って、やさしく声を

１、２年生は１０時間、３、４年生は２０時間、５、６年生 かけて支援いています。休み時間も子供たちと一緒

は３５時間の外国語学習があります。） に遊んでくれて、人気者です。

『特別支援教育』って？ No３ 「自己肯定感・自尊感情を育てる」

学校では、子どもたちの自己肯定感・自尊感情を育てることを大切にしています。自己肯定感・自尊感情と

は、あるがままの自分をかけがえのないものとし、自分が大切だと思えることです。自己肯定感・自尊感情を

育てることは、自分に自信を持ち、前向きに生きる態度につながると考えられています。

他人の気持ちや場の状況を読むことが難しい児童には、その子の理解したことや感じたことを聴いて認めな

がら、人の気持ちや正しい振る舞いについて教えていく・苦手さに目を向けるのでなく、得意なことを伸ばせ

るよう働きかける・苦手なことにもステップを小さくして取り組めるようにしたり別のやり方を考えてみたり

する、などを行っています。このように、一人一人の違いを認め、すべての子どもたちが、その子らしい力を

伸ばして成長していけるよう支援を行っています。

お知らせ：「吉田東小 学校だより」はホームページでカラー版を御覧いただけます。

学校行事や各学年の活動も随時配信しています。御意見、御感想など御連絡ください。

吉田東小 住所：下野市中川島７ 電話番号：０２８５－４８－５００７

吉田東小 ホームページ アドレス： http://school.shimotsuke.ed.jp
※ＱＲコードからアクセス



７／１２（水）２年生が「命のお話」の授業を行いました。市の看護師や助産師、保健師の市民団体「えが

おのたまご」の皆様により、人形劇や紙芝居、産道体験などを通して、命の大切さや自分を大切にすることに

ついて学びました。授業参観でもありましたので、親子で命について考え、誕生したときの感激や温かさを感

じることができたと思います。

７／３日（月）１年生が、栄養教諭の渡邉千咲先生と、野菜に関する食育の授業を行いました。アンケート

をもとに好きな野菜や嫌いな野菜を発表し、今日の給食に使われている野菜について学びました。そして、野

菜の役割や大切さなどの話を聞きました。苦手なピーマンも、これからは少しがんばれそうです。

７／７（金）は七夕でした。子供たちは、稲見勇さんの家からいただいてきた笹竹に、願い事を書いた短

冊や、折り紙などで作った飾りを竹に取り付けました。ホールに飾られた笹竹は、立派でした。みんなの願い

がいつの日か叶いますように。


